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会議の顛末

    本会議（５月２４日）

議長（山根政彦）

皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は１０名です。

定足数に達していますので、令和４年第２

回若桜町議会臨時会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配布のとおり

です。

日程第１

「会議録署名議員の指名」を行います。

本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第

１２５条の規定により、議長において、梶原

明議員、山本安雄議員を指名します。

日程第２

「会期の決定について」を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日１日限りとしたい

と思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日１日限りとするこ

とに決定しました。

日程第３

議案第２６号 専決処分の承認について 専

決第１号 令和３年度若桜町一般会計補正予

算（第６号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

皆さん、おはようございます。

初夏の日差しが日に日に強くなり、木々の

緑も大分色濃くなってまいりました。町内で

は、田植えもピークを越え、水を張った圃場

に小さな苗が整然と並ぶ姿を見ますと、稲作

の暦が今年もまた動き出したな、と実感をい

たすところでございます。

併せて秋に無事豊作を迎えられることを農

家の皆さんと共にお祈りするものでございま

す。また、稲の生長と共に、町政が少しずつ

でも進展していくことを願うものでございま

す。

さて、本日ここに令和４年第２回若桜町議

会臨時会を招集しましたところ、議員の皆さ

まにはご出席を賜り、令和４年度一般会計補

正予算及び諸議案の審議をいただきますこと

に感謝を申し上げます。

昨今の情勢でございますが、コロナウイル

ス感染症につきましては、県内の感染者の数

が１００人前後で高止まりしており、子ども

や高齢者の施設で毎日のようにクラスタ―が

発生するなど、まだ収束を見通せない状況で

ございます。幸い、本町ではクラスターは発

生しておりませんが、引き続き感染予防対策

の徹底と、ワクチンの接種を町民の皆さんに

呼び掛けて、経済や社会をしっかり回してい

きたいと考えております。

ワクチンの接種につきましては、３回目の

接種が、一昨日の５月２２日時点で 77％と、

１回目、２回目よりも接種率は落ちておりま

すが、県内平均よりはだいぶ高い水準となっ

ております。今後、４回目の接種を６０歳以

上の方や基礎疾患のある方を対象に、来月中

旬から開始をいたしますが、円滑な接種に向

け、今月末から案内等の準備に着手をしたい

と思います。

また、５歳から１１歳までの小児接種につ

きましては、少し接種率が低いようでござい

ますけれども、引き続き勧奨して行きたいと

考えております。

国際社会に目を転じますと、ロシアによる

ウクライナへの侵攻から、本日でちょうど３

か月となりますが、依然として戦火が収まる

気配が無く、長期化の様相を呈しております。

政府には引き続き国際社会と協調しながら、

ロシアに対して、断固たる姿勢を示すことで、



戦争の終結と国際秩序の安定が実現すること

を願うものでございます。

また、コロナ禍に加えてウクライナ情勢に

より、燃料やエネルギー、半導体等の工業製

品、そして、穀物をはじめとする食料の国際

的な生産・流通の枠組みが不安定さを増し、

経済活動の停滞と共に、物価の高騰を招いて

います。

原油価格の高騰で、電気代やガス代が大幅

に上がっているほか、小麦や食用油をはじめ、

食料品の価格上昇も止まらない状況でござい

ます。

４月の生鮮食品を除く消費者物価指数は、

前年同月比で 2.1％の増と、７年ぶりに 2％を

超え、賃金の増加を伴わないことから、国民

生活への影響も深刻になりつつあります。経

済と暮らしの、一刻も早い安定を願うと共に、

こうした先の見通せない状況ではありますが、

町として取り組むべき課題にしっかりと向き

合って参りたいと思っております。

それではただ今議題となりました議案につ

きまして、提案理由を説明いたします。

議案第２６号 専決処分の承認について、で

ございますが、これは、地方自治法第１７９

条第１項の規定により、議会を招集する時間

的余裕が無かったことから、専決処分をした

案件について、同条第３項の規定により本議

会に報告し、ご承認をお願いするものでござ

います。

議案第２６号 専決第１号の、令和３年度若

桜町一般会計補正予算でございますが、既定

の歳入歳出予算の総額に、４,7０３万９千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を、４４億７,

００４万４千円とするものでございます。

また、第２条の繰越明許費の追加は、「第２表

繰越明許費補正」のとおりでございます。

はじめに、歳入の概要についてご説明いた

します。地方交付税では、特別交付税の額の

確定により、３,５０９万２千円増額いたしま

した。国庫支出金では、除雪対策事業への補

助金等追加配分として９０１万６千円、県支

出金では、県道応援除雪委託費として、２８

２万８千円、諸収入では、国道２９号歩道除

雪作業受託収入として、１０万３千円をそれ

ぞれ増額しております。

次に、歳出の概要についてご説明いたしま

す。総務費では、財政調整基金積立として、

３,７００万円増額しております。

土木費では、大雪による除雪作業時間数の

大幅な増加により、９２０万円を増額いたし

ました。

なお、歳入歳出の総額を調整し、予備費を

８３万９千円追加いたしました。

以上、ご報告を申し上げます。ご承認のほ

どよろしくお願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第２６号 専決処分の承認について 専

決第１号 令和３年度若桜町一般会計補正予

算（第６号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり承認することにご異

議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第２６号は原案のとおり

承認されました。

日程第４

議案第２７号 専決処分の承認について 専

決第２号 若桜町税条例等の一部改正につい



て、議案第２８号 専決処分の承認について

専決第３号 若桜町国民健康保険税条例の一

部改正について、を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それではただ今議題となりました議案につ

きまして、提案理由をご説明いたします。

議案第２７号及び議案第２８号 専決処分

の承認について、でございますが、これは、

地方自治法第１７９条第１項の規定により、

議会を招集する時間的余裕が無かったことか

ら、専決処分をした案件について、同条第３

項の規定により本議会に報告し、ご承認をお

願いするものでございます。

はじめに、議案第２７号 専決第２号の、若

桜町税条例等の一部改正について、でござい

ますが、これは、地方税法等の一部を改正す

る法律が公布されたことに伴い、若桜町税条

例等について、所要の改正を行うものでござ

います。

次に、議案第２８号 専決第３号の、若桜町

国民健康保険税条例の一部改正について、で

ございますが、これは、地方税法等の一部を

改正する法律および地方税法施行令等の一部

を改正する政令が公布されたことに伴い、国

民健康保険税の課税限度額の見直しを行うた

め、本条例の一部を改正するものでございま

す。

以上、ご報告を申し上げます。ご承認のほ

どよろしくお願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑は一括して行います。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論は区分して行います。

議案第２７号 専決処分の承認について 専

決第２号 若桜町税条例等の一部改正につい

て、討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第２７号 専決処分の承認について 専

決第２号 若桜町税条例等の一部改正につい

て、を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり承認することにご異

議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第２７号は原案のとおり

承認されました。

これより討論に入ります。

議案第２８号 専決処分の承認について 専

決第３号 若桜町国民健康保険税条例の一部

改正について、討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第２８号 専決処分の承認について 専

決第３号 若桜町国民健康保険税条例の一部

改正について、を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり承認することにご異

議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第２８号は原案のとおり

承認されました。

日程第５

議案第２９号 令和４年度若桜町一般会計

補正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）



それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第２９号 令和４年度若桜町一般会計

補正予算についてですが、既定の歳入歳出予

算の総額にそれぞれ３,０７８万９千円を追

加し、歳入歳出予算の総額を３７億１,３７８

万９千円とするものでございます。

はじめに、歳入の概要についてご説明いた

します。

国庫支出金では、地域公共交通確保維持改

善事業費補助金を８９万６千円追加いたしま

した。県支出金では、森林整備・林業振興等

整備交付金として９６０万円、農業用施設災

害復旧事業補助金として８万１千円を追加い

たしました。

繰入金では、財政調整基金繰入金に１,１７

６万４千円、ふるさと応援基金繰入金に５０

万円、森林整備促進基金繰入金に２４０万円、

総額１,４６６万４千円を追加いたしました。

諸収入では、コミュニティ―助成事業交付

金に４６０万円、建物災害共済金に９４万８

千円を追加しております。

次に、歳出の主なものについてご説明いた

します。

総務費では、一般企画費に、コミュニティ

ー助成費用として４６０万円を、総合計画策

定事業に８１万６千円、若桜鉄道対策事業の

ＳＬ修理費に２７３万９千円を追加するなど、

その他の補正と合わせて、総額８５５万８千

円を追加しております。

衛生費では、ストックヤードの維持管理費

として環境衛生事業に、５９万８千円、農林

水産業費では、高性能林業機械整備に伴う林

業振興費補助金を１,２００万円追加してお

ります。

商工費では、町内の経済活性化並びに町民

の生活応援及び中小企業事業者支援として、

商工振興事業に４,４５９万５千円、氷ノ山集

客促進事業に７８４万円を追加するなど、そ

の他の補正をとあわせて、総額５,３２１万５

千円を追加しております。

教育費では、子育て支援及び保護者負担軽

減対策として、学校給食費無償化に伴う費用

として、小学校・中学校各教育振興費に、合

わせて３４４万３千円、加圧給水ポンプ取替

工事等、若桜学園管理費に２０５万７千円、

伝統的建造物群保存地区保存事業に７５万１

千円を追加したほか、その他の補正と合わせ

て総額６６５万円を追加しております。

災害復旧費では、昨年度の大雪により被害

を受けた農業用施設の復旧費用として１６万

３千円を追加しております。

なお、コロナ対策事業費への財源更正とし

て予備費を５,０３９万５千円減額しており

ます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

議員（山本安雄）

はい。

議長（山根政彦）

４番、山本安雄議員。

議員（山本安雄）

この予算について、反対の立場で討論しま

す。まず、商工費、氷ノ山集客支援事業であ

ります。この事業としましては、一昨年、昨

年も行われている。今年も同じ内容でござい

ます。しかも、町内、全事業者という事では

なく、一部の事業者である。



町内全事業者対象ということで、バーベキ

ューとは異なるわけですけれども、そういう

支援であれば理解するところでありますが、

一部業者というところで反対をいたします。

また、教育費、教育振興費の所でございま

すけども、小中学校給食費無償化につきまし

ても、過去、若桜町におきましては、こども

園の保育料無償化、県内に先駆けて行ったと

ころでございますけれども、少子高齢化対策

としてということではありましたが、このた

びの予算につきましては、給食という、食に

関することでございます。

コロナ禍による経済的負担軽減という意味

では理解をしないわけではありませんが、少

子化の解消や教育環境の充実に、どこまで効

果があるのか、どのような形で検証するのか、

判断することができません。

よって、反対をいたします。以上です。

議長（山根政彦）

ほかに。

賛成、反対。

議員（中尾理明）

はい。賛成。

議長（山根政彦）

８番、中尾理明議員。

議員（中尾理明）

さきほど、山本安雄議員の方から、教育振

興費の反対討論がありましたが、私は、これ

までも二度にわたって、一般質問によって、

学園の児童・生徒の給食代無償化を提案して

きたものとして、町執行部、特に教育委員会

の判断に賛成するものであります。

詳しいことは申し上げませんけども、やは

り少子高齢化の中で、子どもたちに対する支

援、保護者の負担軽減など、特別コロナ禍に

あって、大変な経済状況の中で、支えとなる

であろうというふうに思いますので。

憲法の判定で言うと、教育の機会均等です

か、それを裏付ける内容ともなると思います

ので、賛成討論といたします。

議長（山根政彦）

ほかに、討論はありませんか。

（討論なし）

これをもって、討論を終結します。

議案第２９号 令和４年度若桜町一般会計

補正予算（第１号）を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は、ご起立願います。

（起立多数）

起立多数と認めます。

したがって、議案第２９号は原案のとおり

可決されました。

日程第６

議案第３０号 若桜町特別職の職員の給与

及び旅費に関する条例の一部改正について、

議案第３１号 若桜町職員の給与に関する条

例の一部改正について、を一括して議題とし

ます。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第３０号 若桜町特別職の職員の給与

及び旅費に関する条例の一部改正について、

でございますが、これは、令和３年度の人事

院勧告に基づき、特別職の国家公務員の給与

改定に準じて、若桜町特別職の職員の給与及

び旅費に関する条例の一部改正を行うもので

あり、期末手当の支給月数を０.１０月引下げ

るものでございます。

続きまして、議案第３１号 若桜町職員の給

与に関する条例の一部改正について、でござ

いますが、これは、議案第３０号と同様に、



人事院勧告に基づき、国家公務員の給与改定

に準じて、本条例の一部を改正するものであ

り、期末手当の支給月数を０.１５月引き下げ

るものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑は一括して行います。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論は区分して行います。

議案第３０号 若桜町特別職の職員の給与

及び旅費に関する条例の一部改正について、

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３０号 若桜町特別職の職員の給与

及び旅費に関する条例の一部改正について、

を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３０号は原案のとおり

可決されました。

これより討論に入ります。

議案第３１号 若桜町職員の給与に関する

条例の一部改正について、討論はありません

か。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３１号 若桜町職員の給与に関する

条例の一部改正について、を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３１号は原案のとおり

可決されました。

日程第７

議員提出議案第４号 若桜町議会の議員の

議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について、を議題とします。

趣旨説明を求めます。川上守議員。

議員（川上守）

議員提出議案第４号 若桜町議会の議員の

議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について

別紙のとおり、若桜町議会の議員の議員報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

ることについて、地方自治法第１１２条及び

若桜町議会会議規則第１４条の規定により提

出する。

令和４年５月２４日提出、提出者、若桜町

議会議員 川上守。賛成者、若桜町議会議員 小

林誠、同じく山本晴隆、同じく梶原明。

提出の理由であります。諸般の状況により、

期末手当について、所要の改正を行うもので

あります。

概要につきましては、期末手当の支給月数

を０.１０月引き下げる、実施は令和４年６月

からの支給によります。

現行、３.３５月を令和４年度以降、３.２

５月とするものであります。施行日は公布の

日から施行するということになっております。

よろしくお願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。



（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議員提出議案第４号 若桜町議会の議員の

議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について、を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議員提出議案第４号は原案の

とおり可決されました。

これで、本日の日程は全部終了しました。

会議を閉じます。

令和４年第２回若桜町議会臨時会を閉会し

ます。

ご苦労様でした。

  午前１０時００分  閉 会


